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アーバンデータチャレンジ勉強会 

SDGsで未来へのアプローチ方法を学ぶ 
を開催します 

 

県と公益財団法人ソフトピアジャパン及び市民グループ「CODE for GIFU」では、ソフトピアジャ

パン・プロジェクトの一環としてオープンデータの利活用促進を図っています。 

地域課題解決のためのオープンデータの利活用を目的として、自治体の継続的なデータ公開や企

業の参画を促進するコンテスト「アーバンデータチャレンジ2019（※１）」の地域拠点の１つに、岐阜

ブロックが４年連続で選定されました。 

このたび、“SDGs（※２）で未来へのアプローチ方法を学ぶ”をテーマに下記のとおり勉強会を開催

しますので、是非ご参加ください。 

記 

 

１ 日 時  令和元年１０月１３日(日)  １３時００分～１６時３０分 

２ 場 所  ソフトピアジャパン ドリーム・コア ２階 メッセ（大垣市今宿６－５２－１６） 

３ 主 催  CODE for GIFU、岐阜県、公益財団法人ソフトピアジャパン 

４ 対 象  オープンデータの利活用に興味がある企業の方、市民の方、学生など 

        SDGsについて学びたい方 

５ 内 容 

○講演１「SDGs ってなに？ - SDGsで未来に残せる町を創る -」 

講師：一般社団法人コード・フォー・カナザワ 代表理事 

一般社団法人シビックテックジャパン 代表理事   福島
ふくしま

 健
け ん

一郎
いちろう

 氏 

○講演２「岐阜に移住したデザイナーが考える SDGs -日本の最先端地域は岐阜にもある-」 

講師：KAKKO E 合同会社 代表社員、合同会社 LOM 共同創業者 中村
なかむら

 親也
し ん や

 氏 

○SDGs の読み合わせ会 ※17の開発目標の中から、２つの開発目標に焦点を当てて学びます。 

      − 11. 住み続けられるまちづくりを 

      − 17. パートナーシップで目標を達成しよう 

○ 未来へのアプローチ宣言     

○ グループ内で意見交流 



６ 定 員  ２０名（先着順・無料） 

７ 申 込 み  ソフトピアジャパン Webサイトで必要事項を入力し、送信してください。  

申込みページ：https://www.softopia.or.jp/events/20191013udcstudy/ 

８ 問 合 せ  公益財団法人ソフトピアジャパン 産業人材育成室 担当：有馬 

〒503-8569 大垣市加賀野 4-1-7 

メール：tech_semi@softopia.or.jp 

TEL：0584-77-1166  FAX：0584-77-1105 

※報道機関関係者におかれましては、事前の取材申し込みは不要です。 

 

※１ アーバンデータチャレンジ 

「一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）」により平成 25年度から開催。 

産官学における関係者の交流を図り、自治体をはじめとする各機関が保有するデータの公開・

流通促進によって地域課題を解決することを目指す、イベント開催を伴うコンテスト。 

※２ SDGｓ 

2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015 年 9月の国連サミット

で採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2016年から 2030

年までの国際目標。持続可能な世界を実現するための 17のゴール・169のターゲットから構

成され、地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓っている。 

 

［登壇者］ 

福島 健一郎 氏 
一般社団法人コード・フォー・カナザワ 代表理事 
一般社団法人シビックテックジャパン 代表理事 

社会課題をテクノロジーで解決することをミッションに営利/非営利問わず、金沢や全国で活動。

Code for Kanazawaが開発した 5374（ゴミナシ）.jpは全国のコミュニティの手で 120都市以上に

広がる。現在は、SDGsとの連携、ソーシャルビジネスへの展開などにも注力中。 

 
中村 親也 氏 
KAKKO E 合同会社 代表社員、合同会社 LOM 共同創業者 

2013 年に東京から岐阜に移住し、教育、福祉、林業を自身のフィールドとして活動中。SDGs の掲

げる「leave no one behind」の精神から、病院のない難病患者の生存権や一次産業の持続可能性、

今後の教育のあり方などを鋭意模索中。 

 

【会場案内図】 

（１）ソフトピアジャパン位置         （２）ソフトピアジャパン ドリーム・コア位置 
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